


　第88回メーデー集会は『長時間労働の撲滅　ディーセント・ワークの実現　今こ
そ底上げ、底支え、格差是正の実現を！』をメーデースローガンに今年も５月１日
に県内11の地域で開催される。県中央集会は今年も「盛岡城跡公園」広場を会場に
午前10時30分から開催される。
　組合員の皆さん！労働者の祭典であるメーデーに参加し、多くの働く仲間と共に
団結を！

岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1482号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2017年４月15日（２）

「共謀罪」ＮＯ！
異
動
後
の
役
員
選
出
を
速
や
か
に
行
い
ま
し
ょ
う

皆で参加しよう！第88回メーデー！皆で参加しよう！第88回メーデー！

人
事
異
動
等
で
住
所
が
変
っ
た
ら

忘
れ
ず
に
「
住
所
変
更
」
手
続
き
を

話し合うことが罪になる?!

―自治労・緊急統一署名を取り組み中―

▲部局単位で行われている県庁支部「新採歓迎昼食会」の様子▲部局単位で行われている県庁支部「新採歓迎昼食会」の様子

▲「組合の大切さ」を先輩組合員から聞きながら交流が行われた気仙支部「新採歓迎昼食会」▲「組合の大切さ」を先輩組合員から聞きながら交流が行われた気仙支部「新採歓迎昼食会」

共謀罪法案の廃案を求める4.6大集会共謀罪法案の廃案を求める4.6大集会

法案の廃案を求める4.6大集会に3700人が結集法案の廃案を求める4.6大集会に3700人が結集

写真は、昨年の第87回メーデー県中央集会の様子写真は、昨年の第87回メーデー県中央集会の様子

　

自
民
、
公
明
党
は
犯
罪
を
計

画
段
階
で
処
罰
す
る
「
共
謀

罪
」
の
趣
旨
を
盛
り
込
ん
だ

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
を
新
設
す

る
法
案
を
６
日
か
ら
衆
議
院
で

審
議
入
り
し
ま
し
た
。

　

共
謀
罪
と
は
、
２
人
以
上
で

具
体
的
な
犯
罪
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
し
て
、
合
意
し
た
場

合
、
合
意
が
あ
っ
た
こ
と
自
体

を
「
犯
罪
」
と
す
る
も
の
で
す
。

県
職
労
は
、
憲
法
が
保
障
す
る

基
本
的
人
権
を
脅
か
す
「
共
謀

罪
」
に
反
対
し
、
成
立
阻
止
に

向
け
、
反
対
署
名
（
取
組
中
）

を
は
じ
め
、
平
和
環
境
セ
ン
タ

ー
等
が
主
催
す
る
各
種
取
り
組

み
に
結
集
し
て
い
き
ま
す
。

●
テ
ロ
対
策
で
必
要
？

　

政
府
は
国
連
国
際
組
織
犯
罪

防
止
条
約
を
批
准
す
る
た
め
共

謀
罪
が
必
要
と
説
明
し
て
い
ま

す
が
、
テ
ロ
対
策
に
は
、
別
途

関
連
す
る
条
約
や
国
連
決
議
が

あ
り
、
日
本
は
そ
の
全
て
に
つ

い
て
国
内
法
を
整
備
し
て
お

り
、
共
謀
罪
が
な
く
て
も
テ
ロ

対
策
は
可
能
で
す
。

●
現
代
版
治
安
維
持
法
と
も
言

　
わ
れ
て
い
ま
す

　

戦
前
の
治
安
維
持
法
で
は
、

特
高
警
察
の
監
視
下
に
置
か
れ

た
無
政
府
主
義
者
、
労
働
運
動

関
係
者
が
次
々
と
拘
束
さ
れ
、

苛
烈
な
拷
問
を
受
け
な
が
ら
、

活
動
内
容
や
関
係
者
に
つ
い
て

虚
偽
の
〈
自
白
〉
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

さ
に
、
軍
事
拡
張
政
策
を
進
め

る
大
日
本
帝
国
に
反
す
る
思

想
・
言
論
を
取
り
締
ま
る
た
め

の
大
弾
圧
法
で
し
た
。
共
謀
罪

も
具
体
的
な
犯
罪
行
為
で
は
な

く
、
憲
法
が
保
障
す
る
内
心
の

自
由
を
処
罰
す
る
も
の
に
な
り

か
ね
ず
、
基
本
的
人
権
を
脅
か

す
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

●
「
共
謀
罪
」
成
立
し
た
ら
社

　
会
は
ど
う
な
る
の
？

　

こ
れ
ま
で
警
察
は
原
則
と
し

　

４
月
の
定
期
人
事
異
動
に
伴

い
、
分
会
体
制
も
新
し
い
体
制

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

年
度
初
め
の
忙
し
い
時
期
で

は
あ
り
ま
す
が
、
県
職
労
運
動

の
「
か
な
め
」
と
な
る
分
会
体

制
の
確
立
は
非
常
に
重
要
で
す

　

県
職
労
で
は
独
自
の
共
済
制

度
と
し
て
『
総
合
共
済
』
制
度

を
設
け
て
お
り
、
組
合
員
全
員

が
給
付
対
象
者
に
な
っ
て
い
ま

す
。
（
準
組
合
員
甲
含
む
）

　

総
合
共
済
で
は
、
住
宅
災
害

に
対
す
る
給
付
も
行
っ
て
お

り
、
対
象
と
な
る
住
宅
を
明
確

に
す
る
た
め
正
確
な
住
所
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

万
が
一
の
場
合
に
住
宅
災
害

給
付
を
受
け
る
た
め
、
住
宅
が

変
わ
っ
た
場
合
は
住
所
変
更
が

必
要
で
す
。

　

住
所
変
更
が
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
給
付
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
を
お
願
い
ま

す
。
（
組
合
員
が
単
身
赴
任
の

場
合
は
、
原
則
と
し
て
家
族
が

居
住
し
て
い
る
建
物
を
生
活
の

本
拠
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
申

し
出
に
よ
り
赴
任
地
の
居
住
場

所
を
生
活
の
本
拠
と
し
て
登
録

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
）

　

届
出
用
紙
は
各
支
部
書
記
局
に

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

目
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

盛岡地区：盛岡城跡公園・10時30分、花北・西和賀地区：花巻市文化会館・９時30分、
遠野地区：市民センター体育館・13時30分、胆江地区：奥州会館Ｚホール・13時30分、
一関地区：一関市総合体育館・10時、気仙地区：気仙地区教育会館集合・９時30分、
釜石地区：シープラザ遊・18時、宮古地区：宮古駅前西広場・10時、
久慈地区：巽山公園・15時、二戸地区：なにゃーと／イベントホール・18時15分

て
、
犯
罪
発
生
後
に
捜
査
を
開

始
し
て
い
ま
し
た
が
、
「
共

謀
」
を
立
証
す
る
に
は
犯
罪
発

生
前
の
捜
査
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
「
通
信
傍

受
法
（
盗
聴
法
）
」
を
改
正

し
、
電
話
や
メ
ー
ル
の
傍
受
対

象
を
拡
大
し
て
、
新
た
に
室
内

や
街
頭
な
ど
で
の
会
話
傍
受
を

行
え
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ

自
信
を
持
っ
て
新
採
用
勧
誘
を

新
採
研
修
後
の
先
輩
組
合
員
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
事

ま
せ
ん
。
昨
年
の
刑
法
犯
認
知

件
数
は
戦
後
最
低
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
警
察
組
織
は

拡
大
の
一
途
を
辿
り
、
国
家
権

力
に
よ
る
超
監
視
社
会
に
変
貌
を

遂
げ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

●
組
合
活
動
も
制
約
？

　

労
働
組
合
や
市
民
運
動
な
ど

時
の
政
権
に
都
合
の
悪
い
社
会

運
動
が
取
締
の
対
象
と
な
り
か

ね
ず
、
憲
法
が
保
障
す
る
集
会

結
社
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。

●
改
憲
へ
の
一
里
塚
？

　

安
倍
首
相
は
憲
法
施
行
70
年

の
節
目
に
改
憲
に
向
け
た
議
論

を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
基
本
的

人
権
を
踏
み
に
じ
り
戦
前
回
帰

の
改
憲
に
踏
み
切
る
前
段
と
な

る
「
共
謀
罪
」
の
成
立
を
断
じ

て
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

の
で
、
早
め
の
役
員
選
出
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

県
職
労
運
動
の
基
本
は
、
組

合
員
一
人
ひ
と
り
の
声
を
具
体

的
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
職
場

に
最
も
身
近
な
「
分
会
」
組
織

は
極
め
て
重
要
で
す
。

　

分
会
は
、
本
部
・
支
部
か
ら

の
伝
達
だ
け
で
は
な
く
、
職
場

の
声
を
吸
い
上
げ
る
位
置
づ
け

を
持
っ
て
い
ま
す
。
分
会
体
制

が
あ
れ
ば
、
職
場
で
の
問
題
に

素
早
く
対
応
で
き
ま
す
。
ま

た
、
職
場
を
点
検
し
、
問
題
点

を
話
し
合
い
、
職
場
要
求
に
つ

な
げ
る
た
め
に
も
、
分
会
体
制

の
確
立
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

組
合
の
真
の
力
量
は
職
場
段
階

で
の
分
会
体
制
確
立
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
県
職
労
運

動
の
「
か
な
め
」
で
す
。

　

特
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
完
遂
に
向
け
た
業
務
に

対
応
す
る
た
め
、
職
場
に
は
他

県
か
ら
の
応
援
職
員
や
任
期
付

職
員
が
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
正
規

職
員
に
つ
い
て
は
新
規
採
用
者

数
を
退
職
者
が
上
回
っ
て
お

り
、
今
年
度
も
欠
員
が
生
じ
る

状
況
で
す
。

　

全
て
の
職
場
で
安
心
し
て
働

け
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
も
、
分
会
体
制
の
早
期
確

立
を
お
願
い
し
ま
す
。

県中央メーデー/５月１日 盛岡城跡公園で開催県中央メーデー/５月１日 盛岡城跡公園で開催

各地域の開催日時・場所は次のとおり

運
動
の
か
な
め「
分
会
体
制
」の
早
期
確
立
を

 

い
よ
い
よ
新
採
用
職
員
が
県

内
各
公
所
に
配
属
さ
れ
、
各
支

部
で
分
会
の
先
輩
組
合
員
か
ら

の
声
か
け
や
歓
迎
昼
食
会
が
開

催
さ
れ
た
。
先
輩
組
合
員
か
ら

の
声
か
け
で
加
入
す
る
新
採
用

職
員
も
お
り
、
３
月
に
行
っ
た

支
部
新
採
用
加
入
対
策
促
進
会
議

で
の
成
果
も
出
始
め
て
い
る
。

　

県
庁
支
部
は
、
３
月
28
日
の

加
入
対
策
促
進
会
議
を
踏
ま

え
、
部
局
単
位
で
の
支
部
歓
迎

昼
食
会
を
４
回
に
わ
た
り
開
催

し
、
本
部
・
小
澤
書
記
長
、

先
輩
組
合
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
交
え
た
県
職
労
の
取
り
組

み
を
伝
え
た
の
ち
、
新
採
用
職

員
と
先
輩
組
合
員
か
ら
自
己
紹

介
を
し
、
交
流
を
深
め
た
。
先

輩
組
合
員
か
ら
は
「
新
幹
線
通

勤
し
て
い
る
が
、
組
合
の
成
果

で
手
当
額
が
上
が
っ
た
」
「
組

合
の
つ
な
が
り
が
大
事
」
等
の

発
言
が
あ
り
、
組
合
は
加
入
す

る
も
の
と
い
う
意
識
を
新
採
用

職
員
に
効
果
的
に
伝
え
た
。

　

気
仙
支
部
で
も
、
４
月
７
日

に
支
部
歓
迎
昼
食
会
を
開
催

し
、
先
輩
組
合
員
か
ら
組
合
の

良
さ
な
ど
を
交
え
な
が
ら
交
流

を
深
め
た
。

　

本
部
で
は
、
新
採
用
職
員
研

修
時
に
本
部
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行

う
。
各
支
部
で
の
取
り
組
み
は

新
採
用
が
研
修
か
ら
戻
っ
た
後
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
と
な
る
。

　

確
実
に
成
果
は
出
始
め
て
お

り
、
組
合
員
は
自
信
を
持
っ
て
新

採
用
の
組
合
加
入
を
進
め
よ
う
。


